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今
年
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」

　
昨
年
は
当
館
に
と
っ
て
「
開
館
20
周
年
」
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
で
し
た
。
そ
こ
で
「
長
谷
川
等
伯
展
」
で
は
、

国
宝
「
楓
図
壁
貼
付
」
（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）
を
特
別

公
開
。
さ
す
が
に
「
等
伯
金
碧
画
の
最
高
傑
作
」
と
し
て

著
名
で
人
気
は
高
く
、
加
え
て
近
年
の
「
等
伯
ブ
ー
ム
」

や
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
、
能
越
自
動
車
道
全
線
開
通
な

ど
も
追
い
風
と
な
り
、
展
覧
会
期
間
中
は
た
く
さ
ん
の
来

館
者
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
同
展
は
「
『
楓
図
』
を
中
心
に
等
伯
の
若
年
期

か
ら
60
歳
頃
ま
で
の
作
品
の
紹
介
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

つ
ま
り
、
「
等
伯
最
晩
年
の
時
期
」
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
従
っ
て
シ
リ
ー
ズ
21
回
目
の
開
催
と
な

る
今
回
は
、
昨
年
に
続
い
て
と
い
う
形
で
「
等
伯
60
歳
以

降
」
と
「
長
谷
川
派
」
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

　
桃
山
時
代
、
「
狩
野
派
」
を
筆
頭
と
す
る
各
画
派
の
絵

師
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
弟
子
を
擁
し
、
集
団
で
制
作

活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
等
伯
も
「
長
谷
川
派
」
を
形

成
し
、
一
門
を
率
い
て
大
規
模
な
寺
院
障
壁
画
制
作
な
ど

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
展
で
は
、
等
伯
晩
年
期
制
作
の
水
墨
画
お
よ

び
、
能
登
や
京
都
で
等
伯
を
さ
さ
え
た
「
長
谷
川
派
」
一

門
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
彩
色
画
や
水
墨
画
・
金
碧
画
な

ど
、
あ
わ
せ
て
27
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
等
伯
を
中
心
に
キ
ラ
星
の

ご
と
く
逸
材
を
輩
出
し
、
桃

山
画
壇
に
一
時
代
を
築
き
上

げ
た
絵
師
集
団
「
長
谷
川

派
」
。
そ
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ

と
、
彼
ら
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
名
品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ

と
も
一
門
発
祥
の
地
・
七
尾

で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
展
示
は
次

の
３
テ
ー
マ
構
成
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
テ
ー

マ
の
内
容
を
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
（
文
中
記
載
の
作
品

は
本
展
出
品
作
）
。

　
テ
ー
マ
１
《
孤
高‐

晩
年
の
等
伯
》

　
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
）
、
61
歳
を
迎
え
た
等
伯
は

「
雪
舟
よ
り
五
代
」
を
称
し
、
自
ら
を
雪
舟
の
画
系
に
連

な
る
者
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
雪
舟

へ
の
敬
慕
と
い
う
想
い
と
同
時
に
、
「
雪
舟
ブ
ラ
ン
ド
」

を
利
用
し
て
「
長
谷
川
派
」
の
勢
力
拡
大
を
図
る
と
い

う
、
巧
み
な
戦
略
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
門

を
統
率
す
る
「
総
帥
」
と
し
て
の
、
強
い
決
意
を
感
じ
さ

せ
る
事
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
か
、
等
伯
の
60
歳
以
降
の
画
風

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
柔
ら
か
く
湿
潤

な
表
現
だ
っ
た
も
の
が
、
激
し
い
筆
使
い
に
よ
る
硬
質
な

表
現
に
転
じ
て
ゆ
く
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
51
歳
時
制

作
の
「
山
水
図
襖
」
（
京
都
市
・
圓
徳
院
蔵
）
と
、
60
歳

代
制
作
と
さ
れ
る
「
水
辺
童
子
図
襖
」
（
京
都
市
・
両
足

院
蔵
）
や
「
黄
初
平
図
」
（
大
阪
市
・
久
本
寺
蔵
）
を
比

較
し
て
も
一
目
瞭
然
で
す
。

　
こ
の
画
風
変
化
に
つ
い
て
は
、
中
国
明
時
代
の
画
派

「
浙
派
」
を
学
ん
だ
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
60
歳
を
超

え
て
な
お
、
新
し
い
画
風
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る―

。
彼
の

あ
く
な
き
探
究
心
に
は
、
感
嘆
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
等
伯
は
晩
年
、
水
墨
画
を
好
ん
で
描
い
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
精
神
性
を
表
す
の
に
、
よ
り
適
し
た
水
墨
画
の
方
が
、

自
分
に
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
烏
梟
図
屏
風
」

（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
に
描
か
れ
た
フ
ク
ロ
ウ
の
よ
う

な
、
超
然
と
し
た
心
境
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
本
テ
ー
マ
で
は
、
等
伯
晩
年
期
制
作
の
水
墨
画
を
中
心

に
、
昨
年
初
公
開
し
た
「
松
竹
図
屏
風
」
「
猿
猴
図
屏

風
」
（
共
に
当
館
蔵
）
も
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
２
《
故
郷‐

能
登
の
長
谷
川
一
門
》

　
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
能
登
国
は
畠
山
氏
の

統
治
下
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
七
代
当
主
義
総
の
頃
に

全
盛
期
を
迎
え
、
「
能
登
畠
山
文
化
」
が
開
花
し
ま
す
。

そ
の
豊
か
な
文
化
的
土
壌
で
育
ま
れ
た
の
が
、
等
伯
養
祖

父
と
も
い
わ
れ
る
無
分
（
生
没
年
不
詳
）
や
養
父
の
宗
清

（
１
５
０
７
〜
71
）
な
ど
、
の
ち
に
「
長
谷
川
派
」
と
総

称
さ
れ
る
等
伯
の
先
達
た
ち
で
し
た
。

　
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
調
査
に
よ
り
優
れ
た

絵
仏
師
で
あ
っ
た
こ
と
が

徐
々
に
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
宗
清
筆
の

「
日
蓮
聖
人
像
」（
輪
島
市
・

成
隆
寺
蔵
）と
、等
伯
若
年

期
制
作
の「
日
乗
上
人
像
」

（
羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵
）は

と
て
も
よ
く
似
て
お
り
、

若
き
等
伯
の
絵
師
と
し
て

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て

も
、
ど
う
や
ら
等
伯
は
彼
ら
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
絵
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
等
伯
の
京
都
移
住
後
、
入
れ
替
わ
り
に
能
登
に

登
場
す
る
の
が
長
谷
川
等
誉
（
？
〜
１
６
３
６
）
で
す
。

彼
は
七
尾
の
長
谷
川
家
を
継
承
、
や
は
り
絵
仏
師
と
し
て

活
動
し
た
と
い
わ
れ
、
「
日
蓮
聖
人
像
」
（
中
能
登
町
・

本
圡
寺
蔵
）
や
「
十
六
羅
漢
図
」
（
個
人
蔵
）
な
ど
、
主

に
仏
画
を
描
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
詳
細
は
不
明
な
が

ら
、
能
登
に
は
他
に
も
長
谷
川
一
門
の
絵
師
が
い
た
よ
う

で
、
よ
く
似
た
画
風
の
仏
画
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　
本
テ
ー
マ
で
は
、
能
登
の
「
長
谷
川
派
」
絵
師
た
ち
に

着
目
。
宗
清
と
等
誉
、
そ
し
て
等
伯
の
能
登
時
代
・
若
年

期
制
作
の
仏
画
を
中
心
に
、
能
登
生
ま
れ
の
等
伯
長
男
・

久
蔵
（
１
５
６
８
〜
93
）
の
伝
承
作
品
「
祗
園
会
図
」

（
石
川
県
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
３
《
継
承‐

等
伯
を
継
ぐ
も
の
》

　
慶
長
15
年
（
１
６
１
０
）
、
桃
山
画
壇
の
風
雲
児
・
等

伯
は
没
し
ま
し
た
。
彼
が
一
代
で
大
成
さ
せ
た
「
長
谷
川

派
」
の
行
く
末
は
、
残
さ
れ
た
一
門
の
絵
師
た
ち
の
双
肩

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
等
伯
没
時
、
「
長
谷
川
派
」
に
は
多
く
の
絵
師
た
ち
が

存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の

は
、
３
人
の
息
子
と
２
人
の
娘
婿
で
し
た
。

　
「
秋
草
図
屏
風
」
（
京
都
市
・
南
禅
寺
蔵
）
に
も
み
ら

れ
る
、
等
伯
の
装
飾
性
と
柔
ら
か
さ
を
継
承
し
た
二
男
・

宗
宅
（
？
〜
１
６
１
１
）
。
「
龍
虎
図
屏
風
」
（
京
都

市
・
相
国
寺
蔵
）
の
よ
う
に
穏
や
か
な
画
風
で
、
絵
屋
に

活
路
を
見
出
し
た
三
男
・
宗
也
（
１
５
９
０
〜
１
６
６

７
）
。
等
伯
風
の
表
現
か
ら
、
俵
屋
宗
達
風
の
「
達
磨

図
」
（
個
人
蔵
）
ま
で
、
多
彩
な
展
開
を
み
せ
た
四
男
・

左
近
（
１
５
９
３
〜
？
）
。
ま
た
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

か
な
り
の
作
品
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
娘
婿
の
等
秀
（
？

〜
１
６
１
３
）
と
等
学
（
？
〜
１
６
２
３
）
。

　
桃
山
か
ら
江
戸
へ
世
が
移
り
ゆ
く
中
、
彼
ら
は
そ
の
時

代
と
と
も
に
画
風
を
変
化
さ
せ
つ
つ
も
、
等
伯
の
遺
志
を

受
け
継
い
で
活
動
し
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
弟
子
た
ち
に
つ
い
て
も
、
桃
山
〜
江
戸
時
代
前

期
頃
を
中
心
に
多
く
の
名
前
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

史
料
が
少
な
く
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
こ
か

ら
は
「
長
谷
川
派
」
が
等
伯
没
後
も
し
ば
ら
く
は
活
況
を

呈
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
す
。

　
本
テ
ー
マ
で
は
、
等
伯
没
後
の
「
長
谷
川
派
」
を
さ
さ

え
た
絵
師
の
作
品
を
、
息
子
た
ち
を
中
心
に
一
部
等
伯
若

年
期
制
作
の
作
品
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
春
季
特
別
展

「
長
谷
川
等
伯
展

　
　
　
　
　
　〜
等
伯
と
一
門
の
精
鋭
た
ち
〜
」

４
月
23
日（
土
）〜
５
月
29
日（
日
）

﹇
会
期
中
無
休
﹈

　
　
　《
関

　連

　事

　業
》

①
友
の
会
会
員
限
定
　
ナ
イ
ト
★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
：
４
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
（
予
定
）

　
会
場
：
20
名
（
先
着
）

　
講
師
：
当
館
学
芸
員

　
参
加
費
：
展
覧
会
観
覧
料
（
７
０
０
円
）

　
　※

４
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
よ
り
電
話
申
込
受
付
開
始
。

　
　
　
七
尾
美
術
館
　
☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

②
特
別
講
演
会
（
聴
講
無
料
）

　
日
時
：
４
月
29
日
（
金
・
祝
）
午
後
２
時
〜

　
会
場
：
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
講
師
：
北 

春
千
代
氏
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
幹
）

　
演
題
：
「
長
谷
川
一
門
　
〜
無
分
か
ら
等
伯
、
そ
し
て
等
誉
ま
で
〜
」

　
　※

記
念
講
演
会
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、
等
伯
関
連
絵
ハ
ガ
キ

　
　
　
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

③
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
（
参
加
無
料
）

　
対
象
：
小
中
学
生

　
日
時
：
「
長
谷
川
等
伯
展
」
会
期
中
開
館
時
間
内
随
時

　
会
場
：
当
館
展
示
室

　
　※

毎
年
恒
例
の
子
ど
も
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
さ
れ
た
方
の
中

　
　
　
か
ら
抽
選
で
、
等
伯
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
23
日（
土
）〜
６
月
26
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

「山杉図屏風」（右隻）長谷川派　京都市・禅林寺蔵

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
８
０
０
円 

　
７
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

大阪市指定有形文化財
「黄初平図」（部分）

長谷川等伯
大阪市・久本寺蔵

中能登町指定有形文化財
「日蓮聖人像」
長谷川等誉

中能登町・本圡寺蔵

重要美術品・石川県指定有形文化財
「祗園会図」伝長谷川久蔵　石川県立美術館蔵

「達磨図」長谷川左近
個人蔵

「秋草図屏風」　長谷川宗宅　　京都市・南禅寺蔵

「龍虎図屏風」（右隻）長谷川宗也　　京都市・相国寺蔵
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今
年
の
「
長
谷
川
等
伯
展
」

　
昨
年
は
当
館
に
と
っ
て
「
開
館
20
周
年
」
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
で
し
た
。
そ
こ
で
「
長
谷
川
等
伯
展
」
で
は
、

国
宝
「
楓
図
壁
貼
付
」
（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）
を
特
別

公
開
。
さ
す
が
に
「
等
伯
金
碧
画
の
最
高
傑
作
」
と
し
て

著
名
で
人
気
は
高
く
、
加
え
て
近
年
の
「
等
伯
ブ
ー
ム
」

や
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
、
能
越
自
動
車
道
全
線
開
通
な

ど
も
追
い
風
と
な
り
、
展
覧
会
期
間
中
は
た
く
さ
ん
の
来

館
者
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
同
展
は
「
『
楓
図
』
を
中
心
に
等
伯
の
若
年
期

か
ら
60
歳
頃
ま
で
の
作
品
の
紹
介
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

つ
ま
り
、
「
等
伯
最
晩
年
の
時
期
」
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。
従
っ
て
シ
リ
ー
ズ
21
回
目
の
開
催
と
な

る
今
回
は
、
昨
年
に
続
い
て
と
い
う
形
で
「
等
伯
60
歳
以

降
」
と
「
長
谷
川
派
」
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

　
桃
山
時
代
、
「
狩
野
派
」
を
筆
頭
と
す
る
各
画
派
の
絵

師
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
弟
子
を
擁
し
、
集
団
で
制
作

活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
等
伯
も
「
長
谷
川
派
」
を
形

成
し
、
一
門
を
率
い
て
大
規
模
な
寺
院
障
壁
画
制
作
な
ど

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
展
で
は
、
等
伯
晩
年
期
制
作
の
水
墨
画
お
よ

び
、
能
登
や
京
都
で
等
伯
を
さ
さ
え
た
「
長
谷
川
派
」
一

門
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
彩
色
画
や
水
墨
画
・
金
碧
画
な

ど
、
あ
わ
せ
て
27
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
等
伯
を
中
心
に
キ
ラ
星
の

ご
と
く
逸
材
を
輩
出
し
、
桃

山
画
壇
に
一
時
代
を
築
き
上

げ
た
絵
師
集
団
「
長
谷
川

派
」
。
そ
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ

と
、
彼
ら
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
名
品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ

と
も
一
門
発
祥
の
地
・
七
尾

で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
展
示
は
次

の
３
テ
ー
マ
構
成
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
テ
ー

マ
の
内
容
を
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
（
文
中
記
載
の
作
品

は
本
展
出
品
作
）
。

　
テ
ー
マ
１
《
孤
高‐

晩
年
の
等
伯
》

　
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
）
、
61
歳
を
迎
え
た
等
伯
は

「
雪
舟
よ
り
五
代
」
を
称
し
、
自
ら
を
雪
舟
の
画
系
に
連

な
る
者
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
雪
舟

へ
の
敬
慕
と
い
う
想
い
と
同
時
に
、
「
雪
舟
ブ
ラ
ン
ド
」

を
利
用
し
て
「
長
谷
川
派
」
の
勢
力
拡
大
を
図
る
と
い

う
、
巧
み
な
戦
略
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
門

を
統
率
す
る
「
総
帥
」
と
し
て
の
、
強
い
決
意
を
感
じ
さ

せ
る
事
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
か
、
等
伯
の
60
歳
以
降
の
画
風

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
柔
ら
か
く
湿
潤

な
表
現
だ
っ
た
も
の
が
、
激
し
い
筆
使
い
に
よ
る
硬
質
な

表
現
に
転
じ
て
ゆ
く
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
51
歳
時
制

作
の
「
山
水
図
襖
」
（
京
都
市
・
圓
徳
院
蔵
）
と
、
60
歳

代
制
作
と
さ
れ
る
「
水
辺
童
子
図
襖
」
（
京
都
市
・
両
足

院
蔵
）
や
「
黄
初
平
図
」
（
大
阪
市
・
久
本
寺
蔵
）
を
比

較
し
て
も
一
目
瞭
然
で
す
。

　
こ
の
画
風
変
化
に
つ
い
て
は
、
中
国
明
時
代
の
画
派

「
浙
派
」
を
学
ん
だ
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
60
歳
を
超

え
て
な
お
、
新
し
い
画
風
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る―

。
彼
の

あ
く
な
き
探
究
心
に
は
、
感
嘆
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　
等
伯
は
晩
年
、
水
墨
画
を
好
ん
で
描
い
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
精
神
性
を
表
す
の
に
、
よ
り
適
し
た
水
墨
画
の
方
が
、

自
分
に
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
烏
梟
図
屏
風
」

（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
に
描
か
れ
た
フ
ク
ロ
ウ
の
よ
う

な
、
超
然
と
し
た
心
境
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
本
テ
ー
マ
で
は
、
等
伯
晩
年
期
制
作
の
水
墨
画
を
中
心

に
、
昨
年
初
公
開
し
た
「
松
竹
図
屏
風
」
「
猿
猴
図
屏

風
」
（
共
に
当
館
蔵
）
も
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
２
《
故
郷‐

能
登
の
長
谷
川
一
門
》

　
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
、
能
登
国
は
畠
山
氏
の

統
治
下
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
七
代
当
主
義
総
の
頃
に

全
盛
期
を
迎
え
、
「
能
登
畠
山
文
化
」
が
開
花
し
ま
す
。

そ
の
豊
か
な
文
化
的
土
壌
で
育
ま
れ
た
の
が
、
等
伯
養
祖

父
と
も
い
わ
れ
る
無
分
（
生
没
年
不
詳
）
や
養
父
の
宗
清

（
１
５
０
７
〜
71
）
な
ど
、
の
ち
に
「
長
谷
川
派
」
と
総

称
さ
れ
る
等
伯
の
先
達
た
ち
で
し
た
。

　
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
調
査
に
よ
り
優
れ
た

絵
仏
師
で
あ
っ
た
こ
と
が

徐
々
に
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
宗
清
筆
の

「
日
蓮
聖
人
像
」（
輪
島
市
・

成
隆
寺
蔵
）と
、等
伯
若
年

期
制
作
の「
日
乗
上
人
像
」

（
羽
咋
市
・
妙
成
寺
蔵
）は

と
て
も
よ
く
似
て
お
り
、

若
き
等
伯
の
絵
師
と
し
て

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て

も
、
ど
う
や
ら
等
伯
は
彼
ら
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
絵
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
等
伯
の
京
都
移
住
後
、
入
れ
替
わ
り
に
能
登
に

登
場
す
る
の
が
長
谷
川
等
誉
（
？
〜
１
６
３
６
）
で
す
。

彼
は
七
尾
の
長
谷
川
家
を
継
承
、
や
は
り
絵
仏
師
と
し
て

活
動
し
た
と
い
わ
れ
、
「
日
蓮
聖
人
像
」
（
中
能
登
町
・

本
圡
寺
蔵
）
や
「
十
六
羅
漢
図
」
（
個
人
蔵
）
な
ど
、
主

に
仏
画
を
描
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
詳
細
は
不
明
な
が

ら
、
能
登
に
は
他
に
も
長
谷
川
一
門
の
絵
師
が
い
た
よ
う

で
、
よ
く
似
た
画
風
の
仏
画
を
遺
し
て
い
ま
す
。

　
本
テ
ー
マ
で
は
、
能
登
の
「
長
谷
川
派
」
絵
師
た
ち
に

着
目
。
宗
清
と
等
誉
、
そ
し
て
等
伯
の
能
登
時
代
・
若
年

期
制
作
の
仏
画
を
中
心
に
、
能
登
生
ま
れ
の
等
伯
長
男
・

久
蔵
（
１
５
６
８
〜
93
）
の
伝
承
作
品
「
祗
園
会
図
」

（
石
川
県
立
美
術
館
蔵
）
な
ど
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
３
《
継
承‐

等
伯
を
継
ぐ
も
の
》

　
慶
長
15
年
（
１
６
１
０
）
、
桃
山
画
壇
の
風
雲
児
・
等

伯
は
没
し
ま
し
た
。
彼
が
一
代
で
大
成
さ
せ
た
「
長
谷
川

派
」
の
行
く
末
は
、
残
さ
れ
た
一
門
の
絵
師
た
ち
の
双
肩

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
等
伯
没
時
、
「
長
谷
川
派
」
に
は
多
く
の
絵
師
た
ち
が

存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の

は
、
３
人
の
息
子
と
２
人
の
娘
婿
で
し
た
。

　
「
秋
草
図
屏
風
」
（
京
都
市
・
南
禅
寺
蔵
）
に
も
み
ら

れ
る
、
等
伯
の
装
飾
性
と
柔
ら
か
さ
を
継
承
し
た
二
男
・

宗
宅
（
？
〜
１
６
１
１
）
。
「
龍
虎
図
屏
風
」
（
京
都

市
・
相
国
寺
蔵
）
の
よ
う
に
穏
や
か
な
画
風
で
、
絵
屋
に

活
路
を
見
出
し
た
三
男
・
宗
也
（
１
５
９
０
〜
１
６
６

７
）
。
等
伯
風
の
表
現
か
ら
、
俵
屋
宗
達
風
の
「
達
磨

図
」
（
個
人
蔵
）
ま
で
、
多
彩
な
展
開
を
み
せ
た
四
男
・

左
近
（
１
５
９
３
〜
？
）
。
ま
た
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

か
な
り
の
作
品
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
娘
婿
の
等
秀
（
？

〜
１
６
１
３
）
と
等
学
（
？
〜
１
６
２
３
）
。

　
桃
山
か
ら
江
戸
へ
世
が
移
り
ゆ
く
中
、
彼
ら
は
そ
の
時

代
と
と
も
に
画
風
を
変
化
さ
せ
つ
つ
も
、
等
伯
の
遺
志
を

受
け
継
い
で
活
動
し
た
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
弟
子
た
ち
に
つ
い
て
も
、
桃
山
〜
江
戸
時
代
前

期
頃
を
中
心
に
多
く
の
名
前
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

史
料
が
少
な
く
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
も
の
の
、
そ
こ
か

ら
は
「
長
谷
川
派
」
が
等
伯
没
後
も
し
ば
ら
く
は
活
況
を

呈
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
す
。

　
本
テ
ー
マ
で
は
、
等
伯
没
後
の
「
長
谷
川
派
」
を
さ
さ

え
た
絵
師
の
作
品
を
、
息
子
た
ち
を
中
心
に
一
部
等
伯
若

年
期
制
作
の
作
品
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
春
季
特
別
展

「
長
谷
川
等
伯
展

　
　
　
　
　
　〜
等
伯
と
一
門
の
精
鋭
た
ち
〜
」

４
月
23
日（
土
）〜
５
月
29
日（
日
）

﹇
会
期
中
無
休
﹈

　
　
　《
関

　連

　事

　業
》

①
友
の
会
会
員
限
定
　
ナ
イ
ト
★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
：
４
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
（
予
定
）

　
会
場
：
20
名
（
先
着
）

　
講
師
：
当
館
学
芸
員

　
参
加
費
：
展
覧
会
観
覧
料
（
７
０
０
円
）

　
　※

４
月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
よ
り
電
話
申
込
受
付
開
始
。

　
　
　
七
尾
美
術
館
　
☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

②
特
別
講
演
会
（
聴
講
無
料
）

　
日
時
：
４
月
29
日
（
金
・
祝
）
午
後
２
時
〜

　
会
場
：
当
館
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
講
師
：
北 

春
千
代
氏
（
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
主
幹
）

　
演
題
：
「
長
谷
川
一
門
　
〜
無
分
か
ら
等
伯
、
そ
し
て
等
誉
ま
で
〜
」

　
　※

記
念
講
演
会
ご
聴
講
の
方
全
員
に
、
等
伯
関
連
絵
ハ
ガ
キ

　
　
　
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

③
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
（
参
加
無
料
）

　
対
象
：
小
中
学
生

　
日
時
：
「
長
谷
川
等
伯
展
」
会
期
中
開
館
時
間
内
随
時

　
会
場
：
当
館
展
示
室

　
　※

毎
年
恒
例
の
子
ど
も
ク
イ
ズ
。
全
問
正
解
さ
れ
た
方
の
中

　
　
　
か
ら
抽
選
で
、
等
伯
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

平
成
28
年
４
月
23
日（
土
）〜
６
月
26
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

「山杉図屏風」（右隻）長谷川派　京都市・禅林寺蔵

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
８
０
０
円 

　
７
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

大阪市指定有形文化財
「黄初平図」（部分）

長谷川等伯
大阪市・久本寺蔵

中能登町指定有形文化財
「日蓮聖人像」
長谷川等誉

中能登町・本圡寺蔵

重要美術品・石川県指定有形文化財
「祗園会図」伝長谷川久蔵　石川県立美術館蔵

「達磨図」長谷川左近
個人蔵

「秋草図屏風」　長谷川宗宅　　京都市・南禅寺蔵

「龍虎図屏風」（右隻）長谷川宗也　　京都市・相国寺蔵
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５
月
１
日
（
日
）
開
演
　
午
後
２
時

　
当
演
奏
会
は
、
金
管
低
音
楽
器
の
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
と

テ
ュ
ー
バ
を
使
用
し
た
、
温
か
い
サ
ウ
ン
ド
が
特
徴
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
当
日
は
２
組
の
ゲ
ス
ト

も
お
迎
え
し
、
楽
し
く
お
送
り
致
し
ま
す
。
入
場
無
料
で

す
。
是
非
、
お
越
し
下
さ
い
!!

主
　
催
　
中
能
登
奏
友
会

連
絡
先
　
荒
川
　
☎
０
９
０
（
３
７
６
８
）
５
６
０
８

　
　
　
　
　
６
月
12
日
（
日
）
開
演
　
午
後
２
時

　
ヤ
マ
ハ
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
北
陸
大
会

の
代
表
を
決
め
る
予
選
大
会
で
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
生
徒
自
身
で
作
曲
し
た
曲
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー

ト
も
一
緒
に
開
催
し
ま
す
。
是
非
楽
し
ん
で
お
聴
き
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

主
　
催
　
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

連
絡
先
　
平
野
　
☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
１

　
　
　
　
　
６
月
19
日
（
日
）
開
演
　
午
後
１
時

　
大
正
琴
、
三
味
線
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
い
か
し
て
演
奏
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
　
催
　
な
な
華
・
洋
三
会

連
絡
先
　
細
川
　
☎
０
７
６
７
（
84
）
１
７
８
５

■
「
花
嫁
の
れ
ん
館
」
が
開
館

　
　
　
　
〜 

多
彩
な
観
光
周
遊
コ
ー
ス
に
期
待 

〜

　
花
嫁
の
れ
ん
館
は
、
平
成
16
年
に
一
本
杉
通
り
で
街
お

こ
し
の
一
環
で
始
め
ら
れ
た
花
嫁
の
れ
ん
展
が
発
端
と
な

り
、
こ
の
度
一
本
杉
通
り
に
面
し
た
旧
図
書
館
跡
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
婚
礼
時
に
花
嫁
が
特
別
な
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
と
い
う
婚

礼
文
化
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
能
登
・
加
賀
・
越

中
で
行
わ
れ
、
現
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
本
杉
通

り
の
方
々
が
こ
の
花
嫁
の
れ
ん
を
商
家
・
民
家
で
１
５
０

枚
以
上
飾
る
イ
ベ
ン
ト
に
取
組
み
、
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
に
も
知
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
貴
重
な
花
嫁
の
れ
ん
が
見
ら
れ
る
常
設

展
と
能
登
の
婚
礼
文
化
を
伝
え
る
企
画
展
を
行
う
と
共

に
、
白
無
垢
を
着
て
、
花
嫁
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
体
験
が
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
多
く
の
お
客
様
に

見
て
・
体
験
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
観
光
の
お
客
様
が
、

登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
明
治
時
代
に
建
て
ら

れ
た
醤
油
店
や
ろ
う
そ

く
店
な
ど
の
各
商
店
を

回
っ
て
花
嫁
の
れ
ん
館

に
入
り
、
加
賀
藩
祖
前

田
利
家
出
世
城
の
小
丸

山
城
址
公
園
、
石
川
県

七
尾
美
術
館
、
そ
し

て
、
山
の
寺
寺
院
群
を

巡
る
コ
ー
ス
の
提
案
も
で
き
る
な
ど
、
花
嫁
の
れ
ん
館

は
、
市
内
の
多
彩
な
周
遊
コ
ー
ス
情
報
発
信
の
核
と
な
る

施
設
と
し
て
も
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
館
料
：
高
校
生
以
上
　
　
　
　
５
５
０
円

　
　
　
　
小
中
学
生
　
　
　
　
　
２
５
０
円

花
嫁
の
れ
ん
く
ぐ
り
体
験
　
３
，
０
０
０
円
（
要
予
約
）

問
　
花
嫁
の
れ
ん
館
　
☎
０
７
６
７
（
53
）
８
７
４
３

■
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
の
展
覧
会
情
報

　
　
〜
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
最
新
ト
レ
ン
ド
に
注
目
〜

　
「
日
本
の
ガ
ラ
ス
展
」
は
、
日
本
ガ
ラ
ス
工
芸
協
会
に

所
属
す
る
作
家
の
新
作
が
出
品
さ
れ
る
、
日
本
の
ガ
ラ
ス

ア
ー
ト
の
動
向
を
伝
え
る
大
規
模
な
ガ
ラ
ス
展
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
８
年
か
ら
３
年
に
１
度
の
間
隔

で
開
催
さ
れ
、
今
回
で
13
回
目
の
開
催
と
な
る
本
展
で

は
、
16
年
ぶ
り
に
一
般
公
募
が
行
わ
れ
34
点
の
作
品
が
入

選
し
ま
し
た
。
北
信
越
で
唯
一
の
巡
回
先
と
な
る
当
館
で

は
、
入
選
作
品
34
点
を
あ
わ
せ
た
１
１
６
点
の
最
新
作
を

前
期
と
後
期
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

展
覧
会
名
：
日
本
の
ガ
ラ
ス
展

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
挑
戦
す
る
現
代
ガ
ラ
ス
〜

会
　
期
：
前
期
４
月
９
日
（
土
）
〜
５
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
後
期
５
月
28
日
（
土
）
〜
７
月
10
日
（
日
）

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日
：
第
３
火
曜
日
、５
月
24
日（
火
）〜
27
日（
金
）

観
覧
料
：
高
校
生
以
上
　
　
　
　
８
０
０
円

　
　
　
　
友
の
会
会
員
　
　
　
　
７
０
０
円

問
　
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
６
７
（
84
）
１
１
７
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

中
能
登
奏
友
会E

u
p
h
o
n
iu
m
&
Tu
b
a

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
トin

2
0
1
6

春

　
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

　「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・

池
田
文
夫
氏
蒐
集
の
当
館
中
核
所
蔵
品
で
す
。

　
当
館
で
は
現
在
、
特
別
展
開
催
時
で
も
常
に
「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
場
の
一

角
を
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
」
と
し
て
、
約
10
点

前
後
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
示
さ
れ
る
の
は
、
主
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
き
も
の
や
漆
な
ど
の
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
。そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
焼
や
九
谷
焼
・
根
来
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
実
に
様
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
４
月
23
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
季
特
別
展
「
長
谷
川
等
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
」
開
催
時
に
も
、
コ
レ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ン
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
、
等
伯
展
と
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　「
現
代
美
術
展
」
は
、
主
に
県
内
の
作
家
や
美
術
愛
好

家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展
で
、
今
回
で
72
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　
石
川
県
で
は
終
戦
直
後
に
地
元
作
家
が
中
心
と
な
り
、

昭
和
20
年
10
月
11
日
に
石
川
県
美
術
文
化
協
会
を
設
立
、

「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ
の
寄
与
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
翌
12
日
に
開
館
し
た
石
川
県
美
術
館
を

会
場
と
し
て
「
第
１
回
現
代
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

の
６
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
公
募
展
と

し
て
県
下
最
大
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
所
属
会
派
を
超
え
て

作
品
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
川
県
に
お
け
る
美
術

の
現
在
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
歴
史
や
規
模
だ
け
で
な
く
、
昨
年
は
県
内
在
住
及

び
出
身
で
あ
る
、
人
間
国
宝
８
名
、
日
本
芸
術
院
会
員
３

名
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
内
容
の
充

実
度
が
測
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
漆
芸
家
で
芸
術
院

会
員
の
三
谷
吾
一
氏
（
輪
島
市
）
が
文
化
功
労
者
に
選
ば

れ
る
と
い
う
石
川
の
工
芸
界
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
月
２
日
（
土
）
か
ら
19
日
（
火
）
ま
で
、
石

川
県
立
美
術
館
（
洋
画
・
工
芸
・
写
真
）
と
金
沢
21
世
紀

美
術
館
（
日
本
画
・
彫
刻
・
書
）
の
２
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と
一
般
公
募
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
委
嘱
出
品
の
部
で
は
、
出
品
委
嘱
作
家
（
石

川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
入
選
率
５
割
と
い
う
厳
し
い

審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示

の
総
点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　
金
沢
展
の
後
、
県
内
の
４
会
場
を
巡
回
し
ま
す
が
、
巡

回
展
は
開
催
地
ご
と
に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し

た
地
域
色
豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。

　
当
館
で
は
平
成
７
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
６
月
に
「
現

代
美
術
展
　
七
尾
展
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
22
回

目
を
数
え
ま
す
。「
第
72
回
現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
の

中
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
の
作
品
、
能
登
地

区
在
住
お
よ
び
出
身
委
嘱
作
家
作
品
、
委
嘱
賞
・
最
高
賞
・

次
賞
受
賞
作
品
（
能
登
地
区
各
市
長
賞
と
能
登
地
区
ゆ
か

り
の
作
家
の
み
）、
能
登
地
区
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
し
、

２
５
０
点
弱
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る

大
家
か
ら
身
近
な
作
家
の
作
品
ま
で
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　
会
期
中
、第
３
展
示
室
の
１
室
で
は「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は
「
現
代
美
術
展
」
と
共

通
料
金
で
す
。

※

こ
こ
で
の
能
登
地
区
と
は
宝
達
志
水
町
以
北
を
さ
し
ま

　
す
。

「
第
72
回
現
代
美
術
展
　
七
尾
展
」

６
月
３
日（
金
）〜
26
日（
日
）

 

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
４
月
１
日
現
在
）

◆
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
金
沢
市
出
羽
町
３‐

１
）

　
　
　
　
　
　
　
【
☎
０
７
６‐

２
６
２‐

３
２
３
６
】

　
展
覧
会
名

　
「
加
賀
・
能
登
王
墓
の
世
界
」

　
会
　
　
期
　
４
月
16
日
（
土
）
〜
５
月
22
日
（
日
）

　
出
品
資
料

　
　
①
「
国
分
尼
塚
１
号
・
２
号
墳
出
土
資
料
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
１
号
墳
35
点
・
２
号
墳
21
点

　
　
②
「
須
曽
蝦
夷
穴
古
墳
出
土
資
料
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
「
枘
孔
鉄
斧
」
１
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　※

全
て
七
尾
市
教
育
委
員
会
蔵

　
●
現
在
、
約
３
，
０
０
０
基
も
の
古
墳
が
存
在
す
る

　
　
石
川
県
。
そ
の
副
葬
品
な
ど
を
と
お
し
て
、
個
性

　
　
豊
か
な
古
墳
文
化
が
花
開
い
た
加
賀
・
能
登
の
国

　
　
の
始
ま
り
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

 

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
大
会
＆

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト2

0
1
6

貸
館
催
し
物
案
内

昨年の展示室の様子

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
５
０
０
円 

　
４
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

花嫁のれん館完成図

周
辺
施
設
の
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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５
月
１
日
（
日
）
開
演
　
午
後
２
時

　
当
演
奏
会
は
、
金
管
低
音
楽
器
の
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
と

テ
ュ
ー
バ
を
使
用
し
た
、
温
か
い
サ
ウ
ン
ド
が
特
徴
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
当
日
は
２
組
の
ゲ
ス
ト

も
お
迎
え
し
、
楽
し
く
お
送
り
致
し
ま
す
。
入
場
無
料
で

す
。
是
非
、
お
越
し
下
さ
い
!!

主
　
催
　
中
能
登
奏
友
会

連
絡
先
　
荒
川
　
☎
０
９
０
（
３
７
６
８
）
５
６
０
８

　
　
　
　
　
６
月
12
日
（
日
）
開
演
　
午
後
２
時

　
ヤ
マ
ハ
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
北
陸
大
会

の
代
表
を
決
め
る
予
選
大
会
で
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
生
徒
自
身
で
作
曲
し
た
曲
を
演
奏
す
る
コ
ン
サ
ー

ト
も
一
緒
に
開
催
し
ま
す
。
是
非
楽
し
ん
で
お
聴
き
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

主
　
催
　
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂

連
絡
先
　
平
野
　
☎
０
７
６
７
（
53
）
０
０
０
１

　
　
　
　
　
６
月
19
日
（
日
）
開
演
　
午
後
１
時

　
大
正
琴
、
三
味
線
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
い
か
し
て
演
奏
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
　
催
　
な
な
華
・
洋
三
会

連
絡
先
　
細
川
　
☎
０
７
６
７
（
84
）
１
７
８
５

■
「
花
嫁
の
れ
ん
館
」
が
開
館

　
　
　
　
〜 

多
彩
な
観
光
周
遊
コ
ー
ス
に
期
待 

〜

　
花
嫁
の
れ
ん
館
は
、
平
成
16
年
に
一
本
杉
通
り
で
街
お

こ
し
の
一
環
で
始
め
ら
れ
た
花
嫁
の
れ
ん
展
が
発
端
と
な

り
、
こ
の
度
一
本
杉
通
り
に
面
し
た
旧
図
書
館
跡
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
婚
礼
時
に
花
嫁
が
特
別
な
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
と
い
う
婚

礼
文
化
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
能
登
・
加
賀
・
越

中
で
行
わ
れ
、
現
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
本
杉
通

り
の
方
々
が
こ
の
花
嫁
の
れ
ん
を
商
家
・
民
家
で
１
５
０

枚
以
上
飾
る
イ
ベ
ン
ト
に
取
組
み
、
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
に
も
知
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
貴
重
な
花
嫁
の
れ
ん
が
見
ら
れ
る
常
設

展
と
能
登
の
婚
礼
文
化
を
伝
え
る
企
画
展
を
行
う
と
共

に
、
白
無
垢
を
着
て
、
花
嫁
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
体
験
が
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
多
く
の
お
客
様
に

見
て
・
体
験
し
て
い
た

だ
け
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
観
光
の
お
客
様
が
、

登
録
有
形
文
化
財
で
あ

る
明
治
時
代
に
建
て
ら

れ
た
醤
油
店
や
ろ
う
そ

く
店
な
ど
の
各
商
店
を

回
っ
て
花
嫁
の
れ
ん
館

に
入
り
、
加
賀
藩
祖
前

田
利
家
出
世
城
の
小
丸

山
城
址
公
園
、
石
川
県

七
尾
美
術
館
、
そ
し

て
、
山
の
寺
寺
院
群
を

巡
る
コ
ー
ス
の
提
案
も
で
き
る
な
ど
、
花
嫁
の
れ
ん
館

は
、
市
内
の
多
彩
な
周
遊
コ
ー
ス
情
報
発
信
の
核
と
な
る

施
設
と
し
て
も
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
館
料
：
高
校
生
以
上
　
　
　
　
５
５
０
円

　
　
　
　
小
中
学
生
　
　
　
　
　
２
５
０
円

花
嫁
の
れ
ん
く
ぐ
り
体
験
　
３
，
０
０
０
円
（
要
予
約
）

問
　
花
嫁
の
れ
ん
館
　
☎
０
７
６
７
（
53
）
８
７
４
３

■
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
の
展
覧
会
情
報

　
　
〜
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
最
新
ト
レ
ン
ド
に
注
目
〜

　
「
日
本
の
ガ
ラ
ス
展
」
は
、
日
本
ガ
ラ
ス
工
芸
協
会
に

所
属
す
る
作
家
の
新
作
が
出
品
さ
れ
る
、
日
本
の
ガ
ラ
ス

ア
ー
ト
の
動
向
を
伝
え
る
大
規
模
な
ガ
ラ
ス
展
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
１
９
７
８
年
か
ら
３
年
に
１
度
の
間
隔

で
開
催
さ
れ
、
今
回
で
13
回
目
の
開
催
と
な
る
本
展
で

は
、
16
年
ぶ
り
に
一
般
公
募
が
行
わ
れ
34
点
の
作
品
が
入

選
し
ま
し
た
。
北
信
越
で
唯
一
の
巡
回
先
と
な
る
当
館
で

は
、
入
選
作
品
34
点
を
あ
わ
せ
た
１
１
６
点
の
最
新
作
を

前
期
と
後
期
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

展
覧
会
名
：
日
本
の
ガ
ラ
ス
展

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
挑
戦
す
る
現
代
ガ
ラ
ス
〜

会
　
期
：
前
期
４
月
９
日
（
土
）
〜
５
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
後
期
５
月
28
日
（
土
）
〜
７
月
10
日
（
日
）

開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日
：
第
３
火
曜
日
、５
月
24
日（
火
）〜
27
日（
金
）

観
覧
料
：
高
校
生
以
上
　
　
　
　
８
０
０
円

　
　
　
　
友
の
会
会
員
　
　
　
　
７
０
０
円

問
　
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
６
７
（
84
）
１
１
７
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

中
能
登
奏
友
会E

u
p
h
o
n
iu
m
&
Tu
b
a

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
トin

2
0
1
6

春

　
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室

　「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・

池
田
文
夫
氏
蒐
集
の
当
館
中
核
所
蔵
品
で
す
。

　
当
館
で
は
現
在
、
特
別
展
開
催
時
で
も
常
に
「
池
田
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
場
の
一

角
を
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
」
と
し
て
、
約
10
点

前
後
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
示
さ
れ
る
の
は
、
主
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
き
も
の
や
漆
な
ど
の
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
。そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
焼
や
九
谷
焼
・
根
来
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
実
に
様
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
４
月
23
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
季
特
別
展
「
長
谷
川
等
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
」
開
催
時
に
も
、
コ
レ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ン
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
、
等
伯
展
と
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　「
現
代
美
術
展
」
は
、
主
に
県
内
の
作
家
や
美
術
愛
好

家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展
で
、
今
回
で
72
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　
石
川
県
で
は
終
戦
直
後
に
地
元
作
家
が
中
心
と
な
り
、

昭
和
20
年
10
月
11
日
に
石
川
県
美
術
文
化
協
会
を
設
立
、

「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ
の
寄
与
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
翌
12
日
に
開
館
し
た
石
川
県
美
術
館
を

会
場
と
し
て
「
第
１
回
現
代
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真

の
６
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
公
募
展
と

し
て
県
下
最
大
を
誇
り
ま
す
。
ま
た
所
属
会
派
を
超
え
て

作
品
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
川
県
に
お
け
る
美
術

の
現
在
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
歴
史
や
規
模
だ
け
で
な
く
、
昨
年
は
県
内
在
住
及

び
出
身
で
あ
る
、
人
間
国
宝
８
名
、
日
本
芸
術
院
会
員
３

名
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
内
容
の
充

実
度
が
測
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
漆
芸
家
で
芸
術
院

会
員
の
三
谷
吾
一
氏
（
輪
島
市
）
が
文
化
功
労
者
に
選
ば

れ
る
と
い
う
石
川
の
工
芸
界
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
月
２
日
（
土
）
か
ら
19
日
（
火
）
ま
で
、
石

川
県
立
美
術
館
（
洋
画
・
工
芸
・
写
真
）
と
金
沢
21
世
紀

美
術
館
（
日
本
画
・
彫
刻
・
書
）
の
２
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と
一
般
公
募
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
委
嘱
出
品
の
部
で
は
、
出
品
委
嘱
作
家
（
石

川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
入
選
率
５
割
と
い
う
厳
し
い

審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示

の
総
点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　
金
沢
展
の
後
、
県
内
の
４
会
場
を
巡
回
し
ま
す
が
、
巡

回
展
は
開
催
地
ご
と
に
地
域
の
文
化
や
産
業
を
も
反
映
し

た
地
域
色
豊
か
な
展
示
内
容
と
な
り
ま
す
。

　
当
館
で
は
平
成
７
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
６
月
に
「
現

代
美
術
展
　
七
尾
展
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
22
回

目
を
数
え
ま
す
。「
第
72
回
現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
の

中
か
ら
、
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
の
作
品
、
能
登
地

区
在
住
お
よ
び
出
身
委
嘱
作
家
作
品
、
委
嘱
賞
・
最
高
賞
・

次
賞
受
賞
作
品
（
能
登
地
区
各
市
長
賞
と
能
登
地
区
ゆ
か

り
の
作
家
の
み
）、
能
登
地
区
在
住
者
の
作
品
を
選
抜
し
、

２
５
０
点
弱
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る

大
家
か
ら
身
近
な
作
家
の
作
品
ま
で
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

　
会
期
中
、第
３
展
示
室
の
１
室
で
は「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
展
示
し
ま
す
。
観
覧
料
は
「
現
代
美
術
展
」
と
共

通
料
金
で
す
。

※

こ
こ
で
の
能
登
地
区
と
は
宝
達
志
水
町
以
北
を
さ
し
ま

　
す
。

「
第
72
回
現
代
美
術
展
　
七
尾
展
」

６
月
３
日（
金
）〜
26
日（
日
）

 

当
館
所
蔵
品
貸
出
情
報
（
４
月
１
日
現
在
）

◆
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
（
金
沢
市
出
羽
町
３‐

１
）

　
　
　
　
　
　
　
【
☎
０
７
６‐

２
６
２‐

３
２
３
６
】

　
展
覧
会
名

　
「
加
賀
・
能
登
王
墓
の
世
界
」

　
会
　
　
期
　
４
月
16
日
（
土
）
〜
５
月
22
日
（
日
）

　
出
品
資
料

　
　
①
「
国
分
尼
塚
１
号
・
２
号
墳
出
土
資
料
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
１
号
墳
35
点
・
２
号
墳
21
点

　
　
②
「
須
曽
蝦
夷
穴
古
墳
出
土
資
料
」
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
「
枘
孔
鉄
斧
」
１
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　※

全
て
七
尾
市
教
育
委
員
会
蔵

　
●
現
在
、
約
３
，
０
０
０
基
も
の
古
墳
が
存
在
す
る

　
　
石
川
県
。
そ
の
副
葬
品
な
ど
を
と
お
し
て
、
個
性

　
　
豊
か
な
古
墳
文
化
が
花
開
い
た
加
賀
・
能
登
の
国

　
　
の
始
ま
り
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

 
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

エ
レ
ク
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ミ
ヤ
コ
音
楽
堂
大
会
＆

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト2

0
1
6

貸
館
催
し
物
案
内

昨年の展示室の様子

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
５
０
０
円 

　
４
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

花嫁のれん館完成図

周
辺
施
設
の
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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平
成
27
年
度
新
収
蔵
品
紹
介

　
平
成
27
年
度
に
新
し
く
当
美
術
館
所

　
蔵
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　※

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
み
平
成
26

　
　
年
度
収
蔵
（
４
／
１
現
在
）
。

日
本
画

①
「
松
竹
図
屏
風
」
　
　
　
長
谷
川
等
伯

　
桃
山
時
代
（
16
世
紀
）
制
作

②
「
猿
猴
図
屏
風
」
　
　
　
長
谷
川
等
伯

　
桃
山
時
代
（
16
世
紀
）
制
作

※

①
②
は
七
尾
市
購
入
。

日
本
画

③
「
海
」
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
元
　
実

　
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）
制
作

　
第
12
回
改
組
日
展

④
「
歩
拾
弌
歳
」
　
　
　
　
　
稲
元
　
実

　
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
制
作

　
第
17
回
改
組
日
展
　
特
選

⑤
「
鎮
魂
　
グ
ラ
ン
・
ド
・
ジ
ョ
ラ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
元
　
実

　
平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
制
作

　
第
33
回
改
組
日
展

⑥
「
宴
」
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
元
　
実

　
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
制
作

　
第
37
回
改
組
日
展

※

③
〜
⑥
は
稲
元
美
恵
氏
よ
り
寄
附
。

《
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》

日
本
画

⑦
「
三
島
本
地
絵
巻
」
　
　
　
土
佐
光
起

　
江
戸
時
代
（
17
世
紀
）
制
作

⑧
「
美
人
居
眠
図
」
　
　
　
礒
田
湖
龍
斎

　
江
戸
時
代
（
18
世
紀
）
制
作

⑨
「
秋
山
覔
句
図
」
　
　
　
　
円
山
応
挙

　
寛
政
７
年
（
１
７
９
５
）
制
作

工
芸

⑩
「
信
楽
水
指
　
銘
腹
鼓
」

　
桃
山
時
代
（
16
〜
17
世
紀
）
制
作

⑪
「
絵
唐
津
算
盤
玉
形
水
指
」

　
桃
山
時
代
（
17
世
紀
）
制
作

⑫
「
青
手
波
に
菊
図
丸
小
皿
　
古
九
谷
」（
５
客
）

　
江
戸
時
代
（
17
世
紀
）
制
作

⑬
「
色
絵
山
水
図
瓢
形
大
徳
利
　
吉
田
屋
窯
」

　
江
戸
時
代
（
19
世
紀
）
制
作

⑭
「
色
絵
山
水
人
物
図
額
鉢
　
小
野
窯
」

　
江
戸
〜
明
治
時
代
（
19
世
紀
）
制
作

⑮
「
桑
造
木
象
嵌
飾
棚
」
　
　
氷
見
晃
堂

　
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
制
作

⑯
「
象
嵌
飛
燕
置
物
」（
１
対
）高
橋
介
州

　
昭
和
時
代
（
20
世
紀
）
制
作

※

⑦
〜
⑯
を
含
む
83
点
は
、
池
田
輝
三
郎

　
氏
よ
り
寄
附
。

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ゆ
っ

く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
　「
長
谷
川
等
伯
展
」
限
定
メ
ニ
ュ
ー

【
と
う
は
く
ロ
ー
ル
】　
　
ド
リ
ン
ク
付
き
（
７
０
０
円
）

　
等
伯
の
水
墨
画
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
創
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
「
と
う
は
く
ロ

ー
ル
」。
風
味
た
っ
ぷ
り
黒
ご
ま

ク
リ
ー
ム
と
奥
能
登
産
の
黒
豆

を
使
用
し
た
き
な
粉
ク
リ
ー
ム

の
２
種
類
が
あ
り
、
ふ
ん
わ
り

し
た
ス
ポ
ン
ジ
は
竹
炭
パ
ウ
ダ

ー
が
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平成28年度　友の会 行事カレンダー　
～みなさまのご参加をお待ちしております～

2016 ４月 ４月 １日（金） ◆「美術館だより85号（春号）」発行

 ４月22日（金） ◆「長谷川等伯展」開会式ご招待
  　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。
  　観覧無料。

 ４月23日（土） ◆「ナイト★ギャラリートーク」
  　当館学芸員による解説を聞きながら、
  　「長谷川等伯展」をお楽しみください。
  　要観覧料。
  　詳しくは本だより３ページをご覧ください。

2016 ７月 ７月 １日（金） ◆「美術館だより86号（夏号）」発行
　　

2016 ８月 ８月 ５日（金） ◆「ニャンダフル！浮世絵ねこの世界展」開会式ご招待
  　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。観覧無料。

2016 ９月 ９月11日（日）〈１日目〉 、９月25日（日）〈２日目〉
  ◆美術講座「木版画教室」
  　七尾市中島町小牧在住の農民版画家・鈴木敏治氏を招き、１日目は鈴木氏
  　から制作に対する想いや姿勢のお話しを聞き、小枝の切り口に名前などを
  　彫っていただきます。２日目は参加者が自宅で描いた下絵を版木に写し、
  　彫り、摺り上げるまでを行います。

201 10月 10月 １日（土） ◆「美術館だより87号（秋号）」発行

 未　定 ◆「第17回友の会鑑賞の旅」開催  

201  11月 11月 ３日（木・祝） ◆「2016イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式ご招待
  　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。観覧無料。

2017 １月 １月 １日（日） ◆「美術館だより88号（冬号）」発行

※開催日程等は変更及び中止する場合がありますので、ご了承ください。

②「猿猴図屏風」長谷川等伯筆 ①「松竹図屏風」長谷川等伯筆

⑥「宴」稲元　実 ③「海」稲元　実

⑦「三島本地絵巻」（部分）  土佐光起 

⑧「美人居眠図」（部分）  礒田湖龍斎 

⑮「桑造木象嵌飾棚」氷見晃堂 

⑭「色絵山水人物図額鉢　小野窯」

⑬「色絵山水図瓢形大徳利　吉田屋窯」

⑩「信楽水指　銘腹鼓」

平成28年度　石川県七尾美術館

友の会会員証
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所
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。

　※

池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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み
平
成
26

　
　
年
度
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蔵
（
４
／
１
現
在
）
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日
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画

①
「
松
竹
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風
」
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川
等
伯
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山
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16
世
紀
）
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作

②
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猿
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屏
風
」
　
　
　
長
谷
川
等
伯

　
桃
山
時
代
（
16
世
紀
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制
作

※

①
②
は
七
尾
市
購
入
。

日
本
画

③
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海
」
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
元
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和
55
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（
１
９
８
０
）
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作

　
第
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回
改
組
日
展

④
「
歩
拾
弌
歳
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元
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昭
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（
１
９
８
５
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制
作

　
第
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展
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ョ
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稲
元
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平
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（
２
０
０
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制
作
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日
展

⑥
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元
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平
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（
２
０
０
５
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第
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９
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平成28年度　友の会 行事カレンダー　
～みなさまのご参加をお待ちしております～

2016 ４月 ４月 １日（金） ◆「美術館だより85号（春号）」発行

 ４月22日（金） ◆「長谷川等伯展」開会式ご招待
  　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。
  　観覧無料。

 ４月23日（土） ◆「ナイト★ギャラリートーク」
  　当館学芸員による解説を聞きながら、
  　「長谷川等伯展」をお楽しみください。
  　要観覧料。
  　詳しくは本だより３ページをご覧ください。

2016 ７月 ７月 １日（金） ◆「美術館だより86号（夏号）」発行
　　

2016 ８月 ８月 ５日（金） ◆「ニャンダフル！浮世絵ねこの世界展」開会式ご招待
  　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。観覧無料。

2016 ９月 ９月11日（日）〈１日目〉 、９月25日（日）〈２日目〉
  ◆美術講座「木版画教室」
  　七尾市中島町小牧在住の農民版画家・鈴木敏治氏を招き、１日目は鈴木氏
  　から制作に対する想いや姿勢のお話しを聞き、小枝の切り口に名前などを
  　彫っていただきます。２日目は参加者が自宅で描いた下絵を版木に写し、
  　彫り、摺り上げるまでを行います。

201 10月 10月 １日（土） ◆「美術館だより87号（秋号）」発行

 未　定 ◆「第17回友の会鑑賞の旅」開催  

201  11月 11月 ３日（木・祝） ◆「2016イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式ご招待
  　式典終了後には展覧会の鑑賞もできます。観覧無料。

2017 １月 １月 １日（日） ◆「美術館だより88号（冬号）」発行

※開催日程等は変更及び中止する場合がありますので、ご了承ください。

②「猿猴図屏風」長谷川等伯筆 ①「松竹図屏風」長谷川等伯筆

⑥「宴」稲元　実 ③「海」稲元　実

⑦「三島本地絵巻」（部分）  土佐光起 

⑧「美人居眠図」（部分）  礒田湖龍斎 

⑮「桑造木象嵌飾棚」氷見晃堂 

⑭「色絵山水人物図額鉢　小野窯」

⑬「色絵山水図瓢形大徳利　吉田屋窯」

⑩「信楽水指　銘腹鼓」

平成28年度　石川県七尾美術館

友の会会員証



割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fiスポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

城山

飛行機……のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.Tから約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

◎次号・第86号（夏号）は７月１日発行予定です。

◆
４
月
〜
６
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆
　※

■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

2016

４
APRIL

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30

 日 月 火 水 木 金 土
    １ 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30

５
MAY

６
JUNE

 日 月 火 水 木 金 土
 １ 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 31

〒926-0855  石川県七尾市小丸山台一丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第85号（春号）

平成28年８月５日（金）～９月25日（日）　※9/5,12,20休館

　私たちにとって猫は、今や大切な家族であり癒しの存在
ですが、著名な浮世絵師たちも、自由気ままに生きる猫た
ちに魅せられ、様々な猫を描きました。美人と戯れる「か
わいい猫」、妖怪と化した「こわ～い猫」、飲んで踊る擬
人化された「おもしろい猫」など、バラエティー豊かな猫
の浮世絵版画約200点をご満喫ください。皆様のご来館を
待ってるニャン♪
★ぬり絵など、楽しいイベントも開催！

◆第１・２・３展示室
「～国芳、広重、国貞、豊国、英泉…
　 　　　江戸・明治の浮世絵師たちが描く～
　　ニャンダフル！浮世絵ねこの世界展」

平成28年７月２日（土）～31日（日）

　平成27年にやきものを中心とした83点が新たに加わり、さらに
充実度を深めた「池田コレクション」。各種工芸を中心に、近現代
の日本画など古今の幅広いジャンルの作品によって構成されていま
す。本展では、現在あわせて287点を数える「池田コレクション」
より作品をセレクトし、幅広く展示。蒐集者・池田文夫氏によって
創造された、多彩な世界を紹介します。 

◆第１・２展示室
『池田コレクション』百花繚乱！

「流行猫のおも入」歌川国芳

「思事鏡写絵（猫）」
初代歌川国貞 

「太平記 大森彦七物語」（部分）
 （池田コレクション） 

 特に美術品に興味が無くても、いざ静寂の中、目
の前の多数の美術品を監視していると、日常生活に
は無い、とても不思議な気分を味わいます。
 来館者の方々の、美術品についての質問等には、
学芸員さんに事細かく説明して頂き、その折に自分
自身も知識を得ることが出来ます。答えは同じでも
学芸員さんの個々の話し方のスタイルが違うので、
聞いていて楽しいです。来館者の方々の質問は似た

内容が多いので、簡単な質問には受け答えし、ご案
内できます。来館者の方が、軽く会釈し「ありがと
う」と言ってくださることもあり、素敵な空間だと
思います。

ボランティアさん募集♪ 
　興味・関心のある方は、どうぞお気軽にお問合せ
ください。 

ボランティアに参加してみて ボランティアスタッフ　小林憲生


